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本日の内容

1

02
2025年度第2四半期（中間期）決算
2025年度業績予想の修正
第2期中期経営計画数値目標の修正

01 長期経営ビジョン2031の実現に向けて



中薬・中成薬の事業環境
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麸炒白朮

中医学の理論に基づき、飲片の薬効の変化や毒性の低減、保管を目的に、
「蒸す」「煮る」「炒る」などの加工を施すこと

生薬名：白朮（ﾋﾞｬｸｼﾞｭﾂ）

修治

焦白朮

修治後の飲片

外資企業は外商投資規制により、「修治」加工ができない

2024年9月8日 規制解除通知の公布（11月1日施行）

原料生薬

外商投資規制（ネガティブリスト）の緩和



中国事業のビジョン
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TSUMURA VISION “Cho-WA” 2031
“Cho-WA”（調和）のとれた未来を実現する企業へ

中国国民の健康に貢献している状態
事
業
ビ
ジ
ョ
ン

事
業
戦
略

中国で信頼される中薬企業になる



一人一方のスマートファクトリー
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完全自働化された工程

業界初の製造工程の自働化
技術開発を目指す

受注管理 煎出調合

煎じ液
（製品）

流エキス エキス顆粒
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盛実百草薬業「一人一方」スマートファクトリー



2031ビジョン実現に向けた中国事業マイルストーン
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伝統医療と植物薬の世界情勢

7

エビデンスベースの漢方治療

当社漢方製剤は科学的根拠に基づき、
医療課題の解決に寄与

WHOの報告と植物薬の利用状況
項目 割合 備考

WHO加盟国のT&CM*1活用 88%​ 国民の健康管理に伝統医療を活用

植物薬利用人口 80%​ 一次医療の中心的役割

WHO規制プロジェクト 進行中 薬用植物資源の保護と標準化

高齢化社会と慢性疾患増加

世界的な高齢化により慢性疾患が
増加し、医療ニーズが多様化

伝統医療と植物薬の重要性

多成分系の植物薬は複雑な症状に
対応可能な治療法として注目

WHOが定める国際疾病分類

⚫ 約30年ぶりに全面改定され、2022年1月から正式に運用

⚫ 伝統医学章が追加され、漢方医学など古代中国由来の伝統医学診断カテゴリーを
体系的に分類

ICD*2-11 （国際疾病分類第11版）の概要

＊1：Traditional and Complementary Medicine
伝統医学と補完医学

＊2：International Classification Code
国際疾病分類

出典：WHOホームページ



WHOグローバル伝統医学センターとクジャラート宣言
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◆伝統医学の国際標準化

WHOは多様な伝統医学の分類を国際的に標準化（ICD-11)

◆伝統医学の医療統合

WHO加盟194か国中170か国がそれぞれの国の伝統医学を

価値ある医療資源として、認識し医療制度への統合を推進

インド政府の支援で設立されたセンターは
伝統医学の研究・評価・政策支援の拠点

⚫ 2023年８月にインド・クジャラート州で、第１回WHO伝統医学グルーバ

ルサミット2023が「すべての人の健康と福祉に向けて」をテーマに開催

⚫ TCIM（Traditional, Complementary and Integrative Medicine)の

    広大な可能性と応用について探求

クジャラート宣言の公表

出典：WHOホームページ



天然物由来医薬品のグローバル将来展望
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グローバル品質の医薬品
として評価されうる

大規模市場

植物薬への親和性が高く、
高品質医薬品へのニーズが高まる

成長市場

■基礎的・臨床的エビデンス

◼高品質な生薬栽培ノウハウと

強固なサプライチェーン

◼多成分系製剤の高度な製造・

品質管理技術

ツムラグループの強み



本日の内容

10

01 長期経営ビジョン2031の実現に向けて

02
2025年度第2四半期（中間期）決算
2025年度業績予想の修正
第2期中期経営計画数値目標の修正



2025年度 第2四半期（中間期） 決算概況
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【百万円】
2025年度
2Q計画

2025年度
2Q実績

達成率
前年同期比

金額 増減率

売上高 91,500 89,897 98.2％ +825 +0.9%

国内事業 82,000 79,539 97.0％ △434 △0.5%

中国事業 9,500 10,357 109.0％ +1,260 +13.9%

営業利益 16,000 17,119 107.0％ △3,955 △18.8%

国内事業 16,400 17,135 104.5％ △4,060 △19.2％

中国事業 △400 △15 ー ＋105 －

経常利益 16,000 16,419 102.6％ △6,983 △29.8%

親会社株主に帰属する

中間純利益 11,000 12,477 113.4％ △5,024 △28.7%

PL換算レート＊（円/元） － 20.44 － △0.63 －

売上高構成比率

＊ 期中平均レートであり、原料生薬の輸入レートとは異なります。

国内事業：
その他 0.6%

国内事業：
ヘルスケア製品（一般用漢方製剤等）

3.0%

中国事業：
生薬プラットフォーム 11.5%

国内事業：
医療用漢方製剤

84.9%

売上高は国内事業が計画に対して未達、中国事業は達成。各利益は計画を達成



決算のポイント

売上高 89,897   百万円 上期計画達成率 98.2％ 前年同期比 +0.9％

◼ 国内事業 医療用漢方製剤（129処方） ：76,273百万円 前年同期比 1.1％減少

ヘルスケア製品（一般用漢方製剤等） ： 2,719百万円 前年同期比 22.1％増加

◼ 中国事業 原料生薬、飲片、大健康製品等 ：10,357百万円 前年同期比 13.9％増加

営業利益 17,119 百万円 上期計画達成率 107.0％ 前年同期比 △18.8％

営業利益率 19.0 ％ 上期計画比 +1.5pt 前年同期比 △4.7pt

◼ 原価率 ：51.6％ 上期計画比 △0.9pt （対計画：未実現利益の減少、加工費の低減）

前年同期比 ＋3.1pt （対前年：生薬費、加工費の増加）

◼ 販管費率：29.3％ 上期計画比 △0.8pt （対計画：各種活動見直し、研究開発費の低減・期ズレ）

前年同期比 +1.5pt （対前年：給料諸手当、情報提供に関する費用の増加）

経常利益 16,419 百万円 上期計画達成率 102.6％ 前年同期比 △29.8％

◼ 海外子会社への貸付金等に係る為替差損：△789百万円

親会社株主に帰属する

中間純利益 12,477 百万円 上期計画達成率 113.4％ 前年同期比 △28.7％

◼ 政策保有株式売却益：1,976百万円 前年同期比 +163百万円 ＊政策保有株式の売却益は業績予想には織り込んでおりません

前年同期は為替差益+1,752百万円
※為替差益は業績予想には織り込んでおりません
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営業利益の増減要因（上期計画比）
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2025年度2Q
営業利益
（計画）

2025年度2Q
営業利益
（実績）

△1,542
+1,209

+1,286

17,11916,000

売上高の
減少

売上原価の
改善

販管費の
抑制

売上原価の改善 +1,286百万円

国内事業

生薬費
国内生薬費 +690

中国エキス粉末に含まれる生薬費 △166

原資材費 +49

加工費
国内加工費 +713

中国エキス粉末の加工費 △41

中国事業 売上高構成比率の増加 +39

（百万円）

売上高の減少 △1,542百万円

国内事業（販売数量、販売構成） △1,621

中国事業 +79

為替の影響 +166百万円

為替の
影響

+166

販管費の抑制 +1,209百万円

給料諸手当 +496

研究開発費 +406

その他 +307 

（百万円）

売上高は計画を下回ったものの、加工費の低減、販管費の抑制により営業利益は計画を達成



営業利益の増減要因（前年同期比）
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2024年度2Q
営業利益

2025年度2Q
営業利益

△307

△1,691

△2,097

17,11921,075

売上高の
減少

売上原価の
増加

販管費の
増加

売上原価の増加 △2,097百万円

国内事業

生薬費
国内生薬費 △78

中国エキス粉末に含まれる生薬費 △688

原資材費 △266

加工費
国内加工費 △423

中国エキス粉末の加工費 △397

中国事業 売上高構成比率の増加 △245

（百万円）
売上高の減少 △307百万円

国内事業（販売数量、販売構成） △531

中国事業 +224

為替の影響 +139百万円

為替の
影響

+139

販管費の増加 △1,691百万円

給料諸手当 △726

販売促進費（情報提供に関する費用の増加等） △192

業務委託費（情報提供に関する基盤強化等） △145 

その他 △628

（百万円）



国内事業：医療用漢方製剤 処方別売上高

15

売上
順位

製品No. / 処方名
2024年度

2Q
2025年度

2Q
前年同期比

【参考：実売数量*】
前年同期比

育
薬
処
方

1 100 大建中湯 7,510 7,361 △148 △2.0% ＋2.6％

2 54 抑肝散 5,816 5,600 △215 △3.7% ＋2.7％

5 43 六君子湯 3,581 3,600 +18 +0.5% ＋1.0％

7 107 牛車腎気丸 2,830 2,783 △46 △1.7% ＋3.0％

26 14 半夏瀉心湯 726 759 +33 +4.6% ＋4.1％

育薬処方合計 20,465 20,105 △359 △1.8% ＋2.5％

G
ro

w
in

g

処
方

3 17 五苓散 3,897 4,299 +401 +10.3% ＋16.3％

4 41 補中益気湯 3,937 3,866 △71 △1.8% △1.1％

9 24 加味逍遙散 2,441 2,513 +71 +2.9% ＋2.3％

17 137 加味帰脾湯 1,125 1,207 +82 +7.3% ＋6.7％

21 108 人参養栄湯 1,085 1,003 △81 △7.6% △4.1％

Growing処方合計 12,487 12,889 +402 +3.2% ＋6.7％

育薬・Growing処方以外の119処方合計 44,149 43,277 △871 △2.0% ＋1.6％

医療用漢方製剤129処方合計 77,101 76,273 △828 △1.1% ＋2.6％

（百万円）

＊実売数量とは、医薬代理店・卸から医療機関に納入された数量



国内事業：出荷数量と実売数量の伸長率の推移
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・1Q末で流通在庫が適正化されたことにより、2Qは実売と出荷が同水準で推移

・昨年度末の高水準の流通在庫と限定出荷の影響が残り、出荷は計画未達

△0.5%

0.3%

2.5%

△0.6%

2.9%

2.2%0.4%

△0.1%

△1.1%

4.4%

△3.3%

2.7%
（伸長率）

医療用漢方製剤129処方の販売数量伸長率（出荷・実売）の推移

2025年度

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

出荷実売

0%

2024年度

限定出荷解除が進み、回復傾向

再限定出荷により減速

再限定出荷により流通在庫増



国内事業：医療用漢方製剤129処方の実売数量推移
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0
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１Q ２Q ３Q ４Q

（万箱）
129処方の実売数量

2022年 2023年 2024年 2025年

+2.9％ +2.2％

・8月、9月は＋5.1%と高い伸長率、下期は期初計画を上回る実売を目指す

0.4%

5.2%
3.6%

-2.7%

5.6%
4.3%

-30.0%

-25.0%

-20.0%

-15.0%

-10.0%

-5.0%

0.0%

5.0%

10.0%

0

2

4

6

8

10

12

14

4月 5月 6月 7月 8月 9月

2024年度 2025年度 前同比

(万箱)

日割*実売数量

+5.7％

+12.0％

＊月ごとの営業日数を考慮して算出



国内事業：実売数量推移（大建中湯・抑肝散）
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55

１Q ２Q ３Q ４Q

（万箱）
54 抑肝散

■2022年度 ■2023年度 ■2024年度 ■2025年度

+1.7％

60

65

70

75

80

１Q ２Q ３Q ４Q

（万箱）

100 大建中湯

+4.0％

22〜23年度:コロナの影響で手術数減少や他処方の
限定出荷の影響により横ばい。

24年度:薬価改定による23年度4Qの前倒し注文の影
響を考慮するとほぼ横ばい。

25年度:22年度の数量までの回復を目指し、HP（が
ん診療連携拠点病院など）での情報提供活動を強化
していく。

前倒し注文

23年度:継続伸長するも限定出荷により減少。

24年度:限定出荷前の前倒し注文の影響や他処方への
切替もあり減少。一部処方の再限定出荷もあり回復が
遅れる。

25年度:認知症の周辺症状にともなう精神神経症状に
加え、他の診療領域においても不眠やイライラなどの
症状に展開していく。

限定出荷期間
前倒し注文

限定出荷期間：2024年4月〜7月限定出荷期間：なし

+1.2％ +3.7％



国内事業：実売数量推移（五苓散・加味帰脾湯）
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■2022年度 ■2023年度 ■2024年度 ■2025年度

20

25

30

35

40

45

１Q ２Q ３Q ４Q

（万箱）

17 五苓散

+13.4％

23年度：浮腫、めまい、頭痛等の症状で脳神経外科、
耳鼻科等で伸長が継続。

24年度:限定出荷期間に伸び悩んだが、解除後回復。

25年度:梅雨時期のめまい、頭痛で処方が拡大してい
る。また、心不全診療ガイドラインに収載されたこ
とにより、浮腫を伴う症例にも処方を拡大していく。

限定出荷期間：2024年3月〜5月

+19.2％

3

4

5

6

7

１Q ２Q ３Q ４Q

（万箱）

137加味帰脾湯

22〜23年度:コロナ後遺症の不安、不眠などの需要
により伸長。

24年度:不安・不眠の処方として認知が広がり継続的
に伸長。

25年度:月経前症候群、月経前不快気分障害の不安な
どへの使い分けを展開し、さらなる伸長を目指す。

+5.9％
+7.4％

限定出荷期間



国内事業：実売数量推移（補中益気湯・人参養栄湯）
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■2022年度 ■2023年度 ■2024年度 ■2025年度

4

5

6

7

8

１Q ２Q ３Q ４Q

（万箱）

108 人参養栄湯

△5.4％

限定出荷期間：2024年12月〜2025年1月

24年度:限定出荷により一部他社製品へ移行。

25年度:1Qに限定出荷を解除したばかりのため回復

に時間を要するが、25年度中に昨年度水準までの回

復を目指し、高齢者施設などのターゲット先へのア

プローチを強化していく。

△2.8％

22〜23年度:コロナ後遺症などの倦怠感の需要があ
り伸長。

24年度:夏やせなどにも使われ、横ばい状態。

25年度:コロナ需要の反動もあり低迷。がん領域に
おいて、HP（がん拠点病院など）での活動を強化
していく。

10

15

20

25

30

１Q ２Q ３Q ４Q

（万箱）

41補中益気湯

△0.1％

△2.0％



国内事業：重点3領域
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社会課題である重点3領域を中心に情報提供活動を実施



がん領域（支持療法）：病院医師へのアプローチ

・がん診療連携拠点病院などの医師向けに全6回（5都市）の講演会を開催

・300カ所以上のサテライト会場を設置し10,000名以上の医師が参加

がんキャラバン2025
がん医療分野における支持療法やがんとの共生分野に
患者支援を目的とした漢方処方の使い方を解説

22

半夏瀉心湯 日割実売数量

-0.3%

5.3%
2.6% 2.6%

5.3%

9.3%

-30.0%

-25.0%

-20.0%

-15.0%

-10.0%

-5.0%

0.0%
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15.0%

620

640

660

680

700

720

740

760

780

800

820

4月 5月 6月 7月 8月 9月

2024年度 2025年度 前同比

(箱)

日程 会場 テーマ 主な処方

2025/6/18 仙台 口腔粘膜炎 半夏瀉心湯

8/26 東京 食欲不振、悪心・嘔吐 六君子湯

10/29 東京 精神症状 抑肝散/加味帰脾湯

11/12 名古屋 全身倦怠感・疲労感 補中益気湯/人参養栄湯

12/10 大阪 末梢神経障害 牛車腎気丸

2026/2/26 福岡 総復習、副作用

がん診療の課題に即した情報発信を通じて、医療現場に貢献



女性関連領域：生理の悩み相談しようプロジェクト

23

Ｑ：あなたは生理前や生理中の不調・症状について、
「あたりまえ」と思って「対処」をしなかった
経験がありますか。

はい

いいえ

24.2%

75.8%

婦人科診療を行う医療機関
と連携し、ポスターや
ステッカーを掲示

特設サイトでは、
本プロジェクトにご賛同
いただいた医師から、
気軽に相談できるような
メッセージ動画を掲載

女性の健康課題に関する啓発と医療機関との連携強化を推進

<調査概要> 
月経前・月経中の症状に関する対処法実態調査
調査主体：株式会社ツムラ 実施会社：QO株式会社
方法：インターネット調査 対象者：全国の19〜34歳女性（800サンプル）



国内事業：オンラインMR活動の進化と医師とのつながり強化

24

漢方オンラインMRの面談数 漢方Onlineスタジオ

漢方オンラインMRのよる重点領域、重点処方、季節処方に関する説明会の実施

1Q      2Q      3Q      4Q      1Q      2Q
2024年度                           2025年度

未面談医師のニーズに応じて、オンラインで完結・MRへ繋ぐ

四半期ごと
80-100件



国内事業：情報提供の量と質の拡大
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2022年度

上期

2023年度

上期

2024年度

上期

2025年度

上期

・e-プロモーションによるディテールインパクトは前年同期比130%

・下期も重点3領域を中心に情報提供を強化

ディテールインパクト件数＊

出所：インテージヘルスケア調査「Impact Track」
＊ディテールインパクト件数：MR活動やインターネットなど各チャネルからの情報認知件数（推計）

e-プロモーション：MRを介さないオンライン上の情報提供活動

e-プロモーション

順位 4月 5月 6月 7月 8月 9月

1位 抑肝散 五苓散

2位 加味逍遙散

3位 大建中湯

4位 六君子湯

5位 あああああ 補中益気湯

10位以内 小青竜湯 あああああ あああああ 清暑益気湯 あああああ あああああ

インターネットディテールインパクト業界順位（製品別）

130%

データ期間：2025年4月〜2025年9月

データ期間：2022年4月〜2025年9月



中国事業：生薬プラットフォーム

26

• 中国事業の売上高、営業利益ともに計画を上回る進捗

売上高 103.5億円

営業利益 5.3億円

経費等

営業利益 △0.1億円

中国事業

生薬PF

中国事業

新規事業関連、IT基盤投資等

原料生薬 飲片

生薬PFの主要製品

原料として、
中成薬メーカーへ販売

病院や薬局へ
医療用やOTCとして販売

伸長率（前年同期比）

+16.2％
伸長率（前年同期比）

＋3.4%

21.3％

増加

13.9％

増加



財政状態：中国事業における上海虹橋中薬飲片有限公司の連結
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• 2025年度 第2四半期（中間期） から貸借対照表を連結

• 2025年度 第3四半期から損益計算書を連結予定

会社名 上海虹橋中薬飲片有限公司（以下、虹橋飲片）

取得した持分比率 51%

取得日 2025年8月8日（みなし取得日 2025年6月30日）

取得金額 23,837百万円

発生したのれん金額
20,590百万円
※暫定的に算定された金額、今後PPAを実施予定

のれんの償却方法 均等償却（20年間） 虹橋飲片の工場

連結した虹橋飲片の貸借対照表
（2025年6月末時点）

資産合計 27,172

流動資産 17,488

固定資産 9,683

負債合計 20,902

流動負債 8,012

固定負債 12,890

（百万円）

既払込金額（2025年11月10日時点）

16,686百円
（取得金額の7割）



財政状態およびキャッシュ・フロー
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2024年度
（2025年3月末）

2025年度
2Q

増減額
内、虹橋
連結影響

資産合計 464,380 516,486 52,105 23,915

流動資産 295,709 311,075 15,365 17,477

固定資産 168,670 205,411 36,740 6,437

負債合計 134,270 189,998 55,727 20,808

流動負債 61,913 103,368 41,455 7,918

固定負債 72,357 86,630 14,272 12,890

純資産合計 330,110 326,487 △3,622 3,106

自己資本比率 64.7％ 56.9% △7.8pt

2024年度
（2025年3月末）

2025年度
2Q

増減額 内、為替

棚卸資産計 133,784 141,237 7,452 △6,064

商品及び製品 14,939 21,565 6,625 △543

仕掛品 20,197 23,485 3,288 △269

原材料及び貯蔵品 98,647 96,185 △2,461 △5,252

（百万円）

（億円）

731 716

+99 +189 △66
△236

現
金
及
び
現
金
同
等
物

期
首
残
高
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活
動

投
資
活
動

財
務
活
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B/S改善に向けた取り組み：総資産回転率の向上
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15,241 

10,276 

7,428 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

2023年度末 2024年度末 2025年度

2Q

2027年度末

原則ゼロ

・CCC改善にむけて売掛金サイト短縮と生薬在庫回転率向上の取り組みを継続的に実施中

・政策保有株式の縮減に取り組み、半減（2023年度末比）を実現

（百万円）

政策保有株式の推移



2025年度 業績予想の修正
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【単位：百万円】
2025年度
期初計画

2025年度
修正計画

増減
修正理由

金額 増減率

売上高 188,000 198,000 +10,000 +5.3% 下期から虹橋飲片を連結

国内事業 167,900 167,900 ー ー

中国事業 20,100 30,100 +10,000 +49.8%

営業利益 34,200 35,000 +800 +2.3% 国内事業：加工費の低減、販管費の抑制等

国内事業 34,700 35,500 +800 +2.3% 中国事業：虹橋飲片の連結影響は取得初年度
特有の会計処理に関する費用等により軽微中国事業 △500 △500 ー ー

経常利益 34,000 34,500 +500 +1.5%

政策保有株式の売却益等親会社株主に帰属する

当期純利益 23,000 24,300 +1,300 +5.7%

ROE 7.5% 8.0%

EPS 302.95円 320.08円

虹橋飲片の連結および加工費の低減、政策保有株式の売却益等により業績予想を修正



国内事業営業利益予想の増減要因（期初計画比）
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2025年度
営業利益
期初計画

△1

347
億円

生薬費 加工費等

△2+8

△1

355
億円

+4

原資材費 販管費 為替 2025年度
営業利益
修正計画

（億円）



第2期中期経営計画 数値目標（2027年度）
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2,340
億円

売上高 営業利益

9
%

ROE

前提条件（変更なし）： （薬価改定）2025年度、2026年度、2027年度
（為替レート）20.1円／元（2025〜2027年度）

460
億円

変更前

変更後

2,340
億円

8
%

430
億円

※2025年11月10日修正



EBITDAの推移
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2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

修正計画

第2期中計

（2027年度）

営業利益 減価償却費

のれん等償却 EBITDA率

【のれん等償却の算出条件】
盛実百草：のれん＋PPAによる顧客・技術関連資産
虹橋飲片：PPA実施後の現時点での試算値

（EBITDA額：億円）

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度
修正計画

第2期中計
（2027年度）

修正目標

（EBITDA率）

515億円 490億円

625億円

27%
24%

28%



株主還元
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DOE（％）

・2025年度は期初予想に対して＋8円/株増配の144円/株を予想

・今後はDOEを維持・向上を基本とし、2031年度に向けてDOE5%実現を目指す

予想（修正後）

期末配当

中間配当

85円/株

64円/株

136円/株

長期経営ビジョン
実現イメージ

5%

144円/株

＋8円/株



本資料に関するお問い合わせ先
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コーポレート・コミュニケーション部

ＩＲ推進課

investor_madoguchi@mail.tsumura.co.jp

本資料に関する注意事項

⚫ 本資料において提供される情報は、いわゆる「見通し情報」を含んでおります。これら見通しを実現でき
るかどうかは様々なリスクや不確実性などに左右されます。従って、実際の業績はこれらの見通しと大き
く異なる結果となりうることをご承知おきください。

⚫ 日本ならびにその他各国政府による医療保険制度や薬価等の医療行政に関する規制が変更された場合や、
金利、為替の変動により、業績や財政状態に影響を受ける可能性があります。

⚫ 現在発売している主要製品が､万が一製品の欠陥､予期せぬ副作用などの要因により販売中止、または売上
が大幅に減少した場合、業績や財政状態に大きな影響を及ぼします。

⚫ 本資料には、医薬品（開発品目を含む）に関する情報が含まれておりますが、それらは宣伝広告、医学的
なアドバイスを目的としているものではありません。

⚫ 本資料において提供される資料ならびに情報は、予告なしに、変更・追加・削除されることがあります。



Appendix



国内事業：未実現利益の推移
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7億円

9億円

未実現利益の推移

2024年度

1Q

2024年度

2Q

2024年度

3Q

2024年度

4Q

2025年度

1Q

2025年度

2Q

増加
（原価悪化）

6.9億円

8.9億円

3.2億円
4.0億円

7.4億円

13.5億円



営業利益予想の増減要因（前年比）
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＋47

342
億円

生薬費 加工費等

+7

△58△17

350
億円

△24

原資材費

401
億円

2024年度
営業利益

売上増

※分析の精緻化により生薬費と加工費の数値を一部変更しています

販管費 為替 2025年度
営業利益
修正計画

（億円）△6

うち虹橋飲片の連結影響△16
（のれん償却等含む）



国内事業：実売数量推移（六君子湯・牛車腎気丸）
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■2022年度 ■2023年度 ■2024年度 ■2025年度

22~23年度:限定出荷期間中の情報提供を抑制し、新
規症例の獲得ができないなかでも、横ばいの状態を
維持。

24~25年度:がん領域（支持療法）での病院説明会実
施やWebセミナー開催により、さらなる伸長を目指
す。

22〜23年度:限定出荷期間が長期間だったため、解
除後の回復に時間を要した。

24年度:薬価改定による前倒し注文（4Q）の影響に
より、1Qが減少。

25年度:高齢者領域における夜間頻尿へのアプローチ
により関連処方を含めて伸長。

10

15

20

25

30

35

１Q ２Q ３Q ４Q

（万箱）

43六君子湯

+1.0％

10

15

20

25

１Q ２Q ３Q ４Q

（万箱）

107牛車腎気丸

+3.4％

限定出荷期間：22年8月〜23年4月

前倒し注文

+0.9％ +2.5％



2

3

4

5

１Q ２Q ３Q ４Q

（万箱）

14半夏瀉心湯

国内事業：実売数量推移（半夏瀉心湯・加味逍遥散）
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■2022年度 ■2023年度 ■2024年度 ■2025年度

22〜23年度:限定出荷期間中の情報提供の抑制もあ
り、横ばい状態。

24年度:消化器症状（逆流性食道炎による胸やけ、
過敏性腸症候群による下痢、口内炎）等の施策によ
り順調に伸長。

25年度:大学・臨研・がん拠点病院での活動を展開
しさらなる伸長を目指す。

+2.4％ +5.8％

22年度:コロナ後遺症の倦怠感や不安の症状で伸長。

23~24年度:コロナ需要が減少から横ばい。

25年度:月経前症候群（PMS）、月経前不快気分障

害（PMDD）の精神症状への使い分けを展開する。

15

20

25

１Q ２Q ３Q ４Q

（万箱）

24加味逍遙散

+1.8％
+2.9％



中国事業：生薬プラットフォーム 原料生薬の売上高の推移
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中国事業：生薬プラットフォーム 飲片の売上高の推移
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